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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子の正確な機能は不明ですが、コードされているタンパク質は、プロテアソーム分解のための基質タンパク質の標的化を媒介する多タンパク質E3ユビキチンリガーゼ複合体の構成要素です。この遺伝子の変異は、パーキンソン病および常染色体劣性若年性パーキンソン病を引き起こすことが知られています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。この遺伝子の追加のスプライスバリアントが記載されていますが、現在のところ転写産物の裏付けがありません。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：PARK2の欠陥はパーキンソン病（PD）の原因です[MIM：168600]。PDは複雑な多因子疾患で、典型的には50歳を過ぎて発症しますが、早期発症例（50歳未満）も知られています。PDは一般に散発性疾患として発症しますが、単純なメンデル遺伝形質として遺伝することもあります。
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解、パーキンソン病
	画像データ
	

	パーキン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	Parkin抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

